
は
検
討
し
た
い
。

◇
国
保
赤
字
削
減
・
解
消
対
策

町
の
国
保
赤
字
削
減
・
解
消
対

策
は
、
住
民
説
明
会
も
さ
れ
た

が
、
十
分
理
解
さ
れ
た
と
考
え
る
か
。

将
来
懸
念
す
る
こ
と
は
。
県
へ
の
一
元

化
に
伴
い
保
険
料
の
統
一
に
向
け
て

の
見
通
し
は
。

　

福
祉
部
長　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

◇
次
年
度
の
予
算
編
成
は

町
の
次
年
度
の
予
算
編
成
作
業

の
進
捗
状
況
は
。
議
員
へ
の
説

明
会
の
予
定
は
。

　

総
務
部
長　

11
月
末
現
在
の
乖
離

額
は
６
億
５
，
４
４
３
万
９
千
円
。
現

在
、
全
事
業
費
５
％
カ
ッ
ト
等
、
さ
ら

な
る
削
減
案
を
提
示
し
調
整
中
。
議
会

費
も
削
減
案
を
提
示
し
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
。
最
終
的
な
案
の
説
明
会

　

福
祉
部
長　

特
定
教
育
・
保
育
施

設
の
児
童
９
８
３
名
を
無
償
、
新
制
度

未
移
行
の
私
立
幼
稚
園
・
認
可
外
保
育

施
設
及
び
預
か
り
保
育
事
業
利
用
の

３
９
９
名
に
上
限
を
設
け
給
付
を
実
施
。

◇
待
機
児
童
ゼ
ロ
対
策
の

　

町
の
現
状

県
は
本
年
度
末
と
し
た
「
待
機

児
童
ゼ
ロ
」
の
目
標
達
成
を
断

◇
首
里
城
再
建
に
向
け
て

10
月
31
日
の
早
朝
、
首
里
城
が

炎
上
し
崩
壊
し
た
。
琉
球
王
国

時
代
、
王
府
の
直
轄
地
の
三
平
等
の
一

つ
で
あ
り
、
尚
円
王
生
誕
６
０
０
年
の

諸
事
業
、
王
即
位
５
５
０
年
の
事
業
計

画
等
歴
史
的
観
点
か
ら
も
町
は
率
先

し
て
復
興
へ
の
何
ら
か
の
役
割
を
果

た
す
べ
き
で
は
。

　

教
育
部
長　

庁
舎
の
会
計
、
町
立
図

で
は
お
お
む
ね
理
解
が
深
ま
っ
た
と

の
回
答
が
多
く
あ
り
。
今
後
の
医
療
費

の
動
向
等
が
保
険
料
へ
の
影
響
が
ど

う
な
る
か
が
懸
念
す
る
と
こ
ろ
。
保
険

料
統
一
に
向
け
鋭
意
努
め
て
い
く
。

◇
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

10
月
か
ら
始
ま
っ
た
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
の
町
の
現

状
は
。

念
し
、
２
年
後
の
２
０
２
１
年
度
末
に

先
送
り
す
る
方
針
だ
が
、
町
の
現
状

は
。

　

福
祉
部
長　

現
在
策
定
中
の
第
２

期
西
原
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
以
降
の

計
画
を
検
討
。
保
育
士
確
保
に
向
け
て

一
層
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

書
館
窓
口
に
募
金
箱
を
設
置
。
首
里
城

と
の
か
か
わ
り
も
深
い
こ
と
か
ら
検

討
す
る
。

◇
西
原
町
要
綱
違
反
の

　

固
定
資
産
税
か

去
る
10
月
に
宮
﨑
政
久
衆
議
院

議
員
と
共
に
国
土
交
通
省
を
訪

ね
、
土
地
区
画
事
業
の
基
本
構
想
や

国
道
３
２
９
号
バ
イ
パ
ス
に
関
連
し

た
土
地
用
途
の
質
疑
な
ど
有
意
義
な

時
間
を
共
有
し
た
。
そ
の
中
で
地
権
者

が
不
利
益
に
な
ら
な
い
た
め
の
条
項
・

法
律
に
つ
い
て
助
言
を
受
け
た
。
土
地

区
画
整
理
事
業
法
第
１
０
１
条
は
使

用
収
益
の
な
い
土
地
の
損
失
を
補
償

す
る
た
め
の
法
律
。
こ
れ
ま
で
何
度
も

議
会
で
申
し
上
げ
た
が
南
風
原
・
八
重

瀬
・
南
城
・
糸
満
・
浦
添
市
で
は
使
用

収
益
の
な
い
土
地
に
つ
い
て
の
固
定

資
産
税
を
100
％
減
免
し
て
い
る
。
西
原

町
の
現
状
の
要
綱
で
は
町
民
へ
の
不

利
益
が
生
じ
る
為
、
要
綱
の
変
更
を
強

く
要
望
す
る
。

　

総
務
部
長　

土
地
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
地
方
税
法
の
市
町
村
の

判
断
で
固
定
資
産
税
を
減
免
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
基
づ
き
要
綱
を

定
め
た
。仮

換
地
中
で
使
用
収
益
の
な
い

土
地
は
減
歩
率
同
様
の
30
％
を

無
税
と
し
、
残
り
70
％
は
使
用
収
益
が

あ
る
と
の
考
え
方
か
。

　

都
市
整
備
課
主
幹　

仮
換
地
制
度

で
全
区
域
基
本
的
に
は
使
用
停
止
状

態
。

使
用
収
益
の
な
い
、
減
免
さ
れ

た
地
権
者
は
何
人
か
。

　

都
市
整
備
課
主
幹　

１
８
９
人
全

員
減
免
さ
れ
現
状
工
事
を
し
て
い
な

い
箇
所
も
減
免
中
。

現
況
主
義
で
は
、
使
用
収
益
の

な
い
土
地
を
減
免
す
る
は
ず
で

は
。

　

都
市
整
備
課
主
幹　

平
成
20
年
か

ら
仮
換
地
指
定
通
知
を
発
送
、
そ
れ
に

よ
り
現
状
は
減
免
さ
れ
て
い
る
。

◇
マ
イ
ス
事
業
へ
尽
力
す
る

町
議
員
団

マ
イ
ス
事
業
の
大
き
な
成
果
と

し
て
（
仮
）
西
原
バ
イ
パ
ス
の

延
伸
が
決
定
。
大
城
議
長
を
は
じ
め
大

城
純
孝
・
屋
比
久
満
・
宮
里
洋
史
議
員

等
の
国
土
交
通
省
へ
の
直
接
要
請
活

動
も
実
現
の
後
押
し
と
認
識
で
き
る

が
。

　

町
長　

町
議
会
一
丸
と
な
っ
た
尽

力
に
感
謝
し
た
い
。

◇
環
境
整
備
に
つ
い
て

字
津
花
波
３
５
２
番
地
が
大
雨

の
都
度
、
排
水
が
悪
く
冠
水
し

作
物
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
改
善
は
可
能

か
。

　

建
設
部
長　

現
場
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
対
策
と
し
て
津
花
波
３
５
２
番

地
向
か
い
に
沈
砂
池
が
あ
る
が
、
現

在
沈
砂
池
は
雑
草
が
繁
茂
し
、
道
路

を
横
断
し
て
い
る
ヒ
ュ
ー
ム
管
内
の

状
態
が
確
認
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

ヒ
ュ
ー
ム
管
内
に
土
砂
が
堆
積
し
て

い
る
可
能
性
が
高
く
、
ま
ず
沈
砂
池
の

雑
草
除
去
を
行
っ
た
後
、
横
断
ヒ
ュ
ー

ム
管
内
の
泥
堆
積
の
除
去
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

◇
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

外
灯
を

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
夕
方

か
ら
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
で
使
用

し
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
午
後
6
時
に

も
な
る
と
真
っ
暗
で
あ
り
、
防
犯
、
子

供
た
ち
の
安
全
の
面
か
ら
も
子
供
た

ち
が
帰
宅
す
る
ま
で
灯
（
外
灯
）
が
必

要
で
は
。

　

教
育
部
長　

暗
く
て
危
険
性
や
不

安
を
感
じ
る
よ
う
な
場
所
に
は
防
犯
、

安
全
の
面
か
ら
灯
り
は
必
要
だ
と
感

じ
て
い
る
。
現
在
、
小
学
校
敷
地
内
の

屋
外
照
明
に
つ
い
て
は
、
水
銀
灯
や
建

物
外
壁
に
設
置
さ
れ
た
照
明
器
具
を
、

明
る
さ
セ
ン
サ
ー
や
タ
イ
マ
ー
で
制

御
し
、
部
活
動
を
終
え
保
護
者
が
児
童

を
迎
え
に
来
る
時
間
を
考
慮
し
て
タ

イ
マ
ー
式
は
午
後
７
時
半
ご
ろ
ま
で

点
灯
さ
せ
、
防
犯
灯
と
し
て
必
要
な
照

明
は
朝
ま
で
点
灯
す
る
よ
う
対
応
を

行
い
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め

て
い
る
。

◇
民
生
委
員
の
充
足
率
に
つ
い
て

住
民
の
立
場
で
相
談
に
応
じ
、

地
域
の
見
回
り
や
福
祉
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
な
ど
を
担
う
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
、
11
月
い
っ
ぱ
い
で
改
選

だ
が
、
補
充
・
定
数
は
大
丈
夫
か
。

　

福
祉
部
長　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
つ
い
て
は
令
和
元
年
11
月
30
日
に

３
年
間
の
任
期
が
終
了
し
、
12
月
1
日

に
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
厚
生
労
働
大

臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
町
は
66
名
の
定
数
に
対
し
44
名
の

方
が
委
嘱
さ
れ
て
お
り
66
・
7
％
で
あ

る
。
欠
員
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
自

治
会
等
と
協
力
し
な
が
ら
定
数
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。

与
よぎ
儀 清
きよし
　議員

問

問

問

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
墓
地
の
問
題
に
つ
い
て

○
行
政
に
つ
い
て

○
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て

仲
なかまつ
松　勤

つとむ
　議員

喜
きな
納 昌

まさもり
盛　議員

問問

問

問

問

問問

問そ
の
他
の
質
問
項
目

○
マ
イ
ス
推
進
の
現
状
と
課
題

○
待
機
児
童
と
学
童
保
育
の
課
題

○
琉
球
大
学
附
属
病
院
移
転
跡
地
利
用

に
療
育
施
設
等
の
整
備
検
討
を
要
望

問

問
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一
般
質
問

一
般
質
問

・ 

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

・ 

各
議
員
の
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の一般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

・ 

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

・ 

各
議
員
の
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の一般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


